
令和２年 ５ 月１８日 

 

令和２事業年度 国立大学法人広島大学監事監査計画 

 

                          監事 野上 智行 

                          監事 栗栖 長典 

 

  広島大学監事監査規則第６条の規定に基づき、令和２事業年度に実施する監査計画を

次のとおり定める。 

 

１．監査の基本方針 

  本学が掲げる理念・目標を達成する観点から、業務の合理的かつ効率的な運営を図ると

ともに、会計経理の適正を期することを目的とし、会計監査人及び監査室と連携して監事

監査を実施する。 

２．監査事項及び監査の方法 

  広島大学監事監査規則第４条に定める事項について監査を実施する。 

 (1) 業務監査 

   監事は、役員会、教育研究評議会、経営協議会、学長選考会議その他重要な会議に出

席し、ガバナンス体制・内部統制システム等の整備・運用状況を確認し、改善すべき事

項があれば指摘し、必要と認めるときは説明を求め、意見を述べるものとする。 

また、必要に応じて書面及び担当責任者へのヒアリング等によって監査する。 

 (2) 会計監査 

   監事は、学長が財務諸表の適正な作成及び報告のために、必要かつ適切な財務報告体

制を構築し運用しているかを確認するとともに、財務諸表の開示にあたり、その重要事

項について担当責任者から説明を求め、必要があると認めるときは、意見を述べるもの

とする。 

また、会計監査の適切性及び信頼性を確保するため、会計監査人が独立の立場を保持

し、適正な監査を実施しているかを確認し、必要と認めるときは、説明を求めるものと

する。 

３．監査の時期 

 (1) 業務監査 

  業務監査は、令和 2年 4月から令和 3年 6月の間、適宜実施する。 

 (2) 会計監査 

  会計監査は、令和 2 年 4 月から令和 3 年 6 月の間、適宜実施し、年度決算時には会計

監査人と連携して実施する。 

４．監査報告書の作成 

  監事は、監査報告書を令和 3年 6月に作成し、学長に提出する。 

５．学長との定期的ミーティング 

  監事は、学長と定期的なミーティングを実施し、監査状況を適宜フィードバックすると

ともに、学長からの意見等を聴取し、監査に活かしていくものとする。 

６．その他 

  監事は、その他必要に応じて監査を行うべきものと判断した事項については、その都度

監査を実施するものとする。 
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8.4 ─ ┘∕─ ─  

│⁸ ─ ⁸ │ ⅜ ≢№╢≤ ⇔√≤⅝│⁸

─ ⌐ ⇔≡∕─ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ │ ─ ⌐≈™≡ ⌂

╩ ℮╙─≤∆╢⁹╕√⁸ │⁸ ─ ⌐⁸ │ ⌐ ╢

╩ ⇔√ ≢⁸ ⌐ ⇔≡ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤∆╢⁹ 
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ủ ─ ─ ⌐ * ─╙─  

  ─  

P.5 2.2.1 1 ─ 2 2  

P.5 2.2.3 1 ─ 2 2 3  

P.5 2.2.4 1 ─ 2 3  

P.5 3.1 ─ ─

┘  

1 ─ 2 4  

P.5 3.2 ─  1 ─ 2 2  

P.6 3.3.1 1 ─ 2 2  

P.6 3.5.1 39 ─ 2⁸ 1 ─ 2 2 3  

P.6 4 ┘

⌐ ≠⅝ ↕╣╢

─  

1 ─ 2 5 2  

P.6 5.1 ●Ᵽ♫fi☻

─ ─ ─  

11 5 ה 25 5  

P.7 5.2 ◦☻♥ⱶ⌐

╢  

11 4 ה 25 4 ⁸ 28

2 ⁸ 1 ─ 2 5 3  

P.7 5.5 ⌐ ∆╢  11 7 ה 8 ה 25 7 ה 8

⁸ 1 ─ 2 2 2 ה 1 ─ 4 

P.7 5.6 ∕─ ─  21 ─ 5 

P.8 6  39 1 ה 39 ─ 2 2  

P.9 7.2  1 ─ 2 5  

P.9 7.4 ─  11 5 ה 9 ה 25 5 ה 9

⁸ 1 ─ 2 2  

P.9 7.5 ─  11 4 ה 6 ה 11 ─ ה2 25

4 ה 6 ה 25 ─ 2⁸ 21 ─ ה5

39 ─ 2⁸ 1 ─ 2 5  

P.10 7.6 ⌂  18 ה 26 ה 38 ⁸ 21 ─

ה4 24 ה 25 ─ ה2 50 ─ 3 

P.10 8.1 ─  11 4 ה 25 4 ⁸ 38

2 ⁸ 1 ─ 2 5  

₈ההה ₉─  

₈ההה ⌐⅔™≡ ∆╢ ₉─  

₈הה ₉─  


